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◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
古
紙
配
合
率
100
％
の
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
―
―
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

第
十
回
紫
式
部
文
学
賞
の
受
賞
作
品
が
、こ
の
ほ
ど
決
ま
り
ま
し
た
。

選
ば
れ
た
の
は
三
枝
和
子

さ
え
ぐ
さ
か
ず
こ

さ
ん
の
『
薬
子
の
京
』
で
す
。
受
賞
式
は
、

十
一
月
十
二
日
A
に
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。

文
化
自
治
振
興
課
（
1
内
線
２
２
２
３
）

問

市　の　人　口
（平成12年8月1日現在）

世帯数 69,661世帯（前月比52世帯増）
人　口 190,706人 （前月比36人増）
男 93,823人
女 96,883人

第
十
回
の
記
念
す
べ
き
紫
式

部
文
学
賞
の
受
賞
作
品
が
三
枝

和
子
さ
ん
の
『
薬
子
の
京
』
に

決
定
し
ま
し
た
。

紫
式
部
文
学
賞
は
源
氏
物
語

ゆ
か
り
の
地
に
ふ
さ
わ
し
い
ふ

る
さ
と
創
生
事
業
と
し
て
、
平

成
三
年
度
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
の
は
女
性
作
家

に
よ
る
文
学
作
品
で
、
今
回
の

受
賞
作
品
は
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
五
十
八
作
品
の
中
か
ら
選

ば
れ
ま
し
た
。

な
お
、
選
考
委
員
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
（
敬
称
略
・
五
十
音

順
）。梅

原
猛
（
国
際
日
本
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
顧
問
）、
瀬
戸
内

寂
聴
（
作
家
）、
竹
田
青
嗣

（
文
芸
評
論
家
）、
多
田
道
太

郎
（
評
論
家
）、
田
辺
聖
子

（
作
家
）。

〈
薬
子
の
乱
〉
で
よ
く
知
ら

れ
る
藤
原
薬く

す

子こ

の
物
語
で
あ
る
。

奈
良
か
ら
長
岡
京
へ
遷
都
を
企

て
る
桓
武
帝
の
寵
臣

ち
ょ
う
し
ん

、
藤
原
種た

ね

継つ
ぐ

は
何
者
か
に
暗
殺
さ
れ
る
。

事
件
は
政
変
に
発
展
し
て
、

桓
武
帝
の
皇
太
弟
・
早さ

わ

良ら

は
廃

さ
れ
、
皇
子
・
安
殿

あ

て

親
王
が
皇

太
子
位
に
つ
く
。
早
良
親
王
は

憤
激
の
あ
ま
り
、
み
ず
か
ら
食

を
断
ち
、
死
を
も
っ
て
潔
白
を

あ
か
す
。
連
座
し
て
誅

ち
ゅ
う
さ
れ
た

人
々
の
怨
霊

お
ん
り
ょ
う

が
、
新
都
の
宮
中

や
桓
武
帝
の
身
辺
に
跳
梁

ち
ょ
う
り
ょ
う
す
る
。

た
え
ま
な
い
政
争
と
密
告
、

罠わ
な

、
そ
こ
へ
新
都
を
襲
う
洪
水
、

疫
病
。
―
―
そ
ん
な
時
代
の
う

ち
に
、
種
継
の
娘
、
薬
子
は
、

一
族
の
藤
原
縄
主

た
だ
ぬ
し

の
妻
と
し
て

子
を
生
み
つ
づ
け
な
が
ら
、
年

毎
に
美
し
く
な
っ
て
ゆ
く
。
ち

ょ
っ
と
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
で

く す こ み や こ

行
動
力
あ
る
魅
力
的
な
女
だ
。

こ
の
時
代
の
錯
綜

さ
く
そ
う

し
た
政
界

地
図
と
、
皇
族
・
貴
族
た
ち
、

藤
原
の
姫
た
ち
の
群
像
を
、
要

領
よ
く
さ
ば
い
て
時
代
を
浮
き

あ
が
ら
せ
る
。
文
章
は
平
明
で

リ
ズ
ミ
カ
ル
で
あ
る
が
、
俗
に

墮だ

さ
な
い
の
は
さ
す
が
、
作
者

の
文
学
者
と
し
て
の
骨
っ
ぽ
さ

で
あ
る
。

や
が
て
更
な
る
遷
都
、
山
城

国
葛
野
郡
の
新
都
、
平
安
京
の

宮
中
へ
、
皇
太
子
・
安
殿
の
妃

と
し
て
薬
子
の
長
女
・
長な

が

子こ

は

入
内

じ
ゅ
だ
い

す
る
。
し
か
し
、
安
殿
皇

太
子
は
神
経
質
で
、
怨
霊
に
お

び
え
、
父
帝
の
威
に
圧
倒
さ
れ
、

孤
独
感
に
苦
し
む
青
年
だ
っ
た
。

長
子
は
皇
太
子
の
苦
し
み
を
癒い

や

す
に
は
稚お

さ

な
す
ぎ
た
。
皇
太
子

は
薬
子
の
成
熟
し
た
女
の
美
し

さ
と
頼
も
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
、

薬
子
も
安
殿
皇
太
子
を
か
ば
い

た
い
気
持
に
な
っ
て
し
ま
う
。

二
人
の
恋
は
さ
ま
ざ
ま
の
人
々

の
政
治
的
野
心
や
思
惑
に
動
か

さ
れ
、
つ
い
に
新
帝
・
嵯
峨
へ

の
叛
乱

は
ん
ら
ん

、
―
―
と
い
う
か
た
ち

で
悲
劇
的
な
破
局
を
迎
え
て
し

ま
う
。

薬
子
や
安
殿
皇
太
子
の
造
型

が
あ
ざ
や
か
で
、
そ
の
背
後
を

流
れ
て
ゆ
く
時
間
の
吐
息
も
感

じ
ら
れ
、
上
下
二
巻
と
い
う
大

作
で
あ
る
が
飽
か
せ
な
い
。
新

聞
連
載
小
説
に
挑
戦
さ
れ
た
作

者
の
、
新
し
い
分
野
で
の
成
功

を
讃た

た

え
た
い
。
平
安
奠て

ん

都と

千
二

百
余
年
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
京
都
へ

捧
げ
る
花
束
―
―
の
よ
う
な
作

品
で
あ
る
。

田
辺
聖
子
さ
ん

こ
の
年
齢

と

し

に
な
っ
て
初
め

て
書
い
た
新
聞
小
説
に
、
思

い
が
け
ず
立
派
な
賞
を
い
た

だ
い
て
、
大
変
光
栄
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。

資
料
調
べ
の
た
め
、
何
度

か
京
都
と
奈
良
の
間
を
往
復

し
、
宇
治
に
も
立
ち
寄
り
ま

し
た
。
『
日
本
後
紀
』
に
は

謀
反
を
企
て
た
平
城
上
皇
と

薬
子
が
東
国
へ
向
か
う
の
を

阻
止
し
よ
う
と
、
軍
勢
を
交

通
の
要
所
で
あ
る
宇
治
、
山

崎
の
両
橋
と
淀
の
津
に
待
機

さ
せ
る
記
述
が
出
て
ま
い
り

ま
す
。
そ
の
時
は
宇
治
大
橋

を
殺
伐
な
思
い
で
眺
め
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
今
度
い
た
だ

い
た
賞
に
ち
な
む
宇
治
川

に
は
、
静
か
な
美
し
い
雰

囲
気
が
あ
り
ま
す
。
思
い

を
新
た
に
し
て
、
残
り
少

な
い
人
生
の
時
間
の
な
か

で
、
少
し
で
も
よ
い
作
品

を
書
い
て
い
こ
う
と
決
心

し
て
お
り
ま
す
。

授
賞
し
て
励
ま
し
て
く
だ

さ
っ
た
選
考
委
員
の
諸
先
生

方
に
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

《
著
者
略
歴
》

昭
和
四
年（
一
九
二
九
年
）

三
月
神
戸
市
生
ま
れ
。
二
十

五
年
（
一
九
五
○
年
）
関
西

学
院
大
学
文
学
部
哲
学
科
卒
。

四
十
五
年
（
一
九
七
○
年
）

『
処
刑
が
行
な
わ
れ
て
い
る
』

で
第
十
回
田
村
俊
子
賞
受
賞
。

五
十
八
年
（
一
九
八
三
年
）

『
鬼
ど
も
の
夜
は
深
い
』
で

第
十
一
回
泉
鏡
花
文
学
賞
受

賞
。
こ
の
他
の
著
書
に
『
崩

壊
告
知
』
『
響
子
微
笑
・
愛

染
・
悪
趣
・
不
生
―
―
四
部

作
』
『
そ
の
日
の
夏
』
『
女

王
卑
弥
呼
』
な
ど
が
あ
る
。

東
京
都
大
田
区
に
在
住
。
受

賞
作
は
講
談
社
か
ら
刊
行
。

三枝和子さん

受賞の
言葉

市
で
は
長
寿
を
お
祝
い
し
、

満
七
十
歳
、
満
七
十
七
歳
、
満

八
十
八
歳
、
満
百
歳
の
節
目
の

年
齢
を
迎
え
ら
れ
た
人
に
敬
老

祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

◆
対
象
者
と
支
給
額
…
次
の
①

と
、
②
か
ら
⑤
の
い
ず
れ
か
の

年
齢
に
該
当
す
る
人
。

①
今
年
１
月
１
日
か
ら
８
月

31
日
ま
で
引
き
続
き
宇
治
市
に

住
民
登
録
か
外
国
人
登
録
を
し

て
い
る
人
　
②
満
70
歳
（
昭
和

４
年
９
月
17
日
か
ら
同
５
年
９

月
16
日
生
ま
れ
）
の
人
に
１
万

円
を
支
給
　
③
満
77
歳
（
大
正

11
年
９
月
17
日
か
ら
同
12
年
９

月
16
日
生
ま
れ
）
の
人
に
２
万

円
を
支
給
　
④
満
88
歳
（
明
治

44
年
９
月
17
日
か
ら
大
正
元
年

９
月
16
日
生
ま
れ
）
の
人
に
３

万
円
を
支
給
　
⑤
満
１
０
０
歳

（
明
治
32
年
９
月
17
日
か
ら
同

33
年
９
月
16
日
生
ま
れ
）
の
人

に
５
万
円
を
支
給

◆
支
給
方
法
…
対
象
者
に
は
８

月
31
日
e
ま
で
に
敬
老
祝
金
支

給
通
知
書
と
口
座
振
替
払
依
頼

書
を
お
送
り
し
ま
す
。
口
座
振

替
払
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
健
康
生
き
が
い
課
ま
で

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
指
定

の
口
座
に
敬
老
祝
金
を
振
り
込

み
ま
す
。

詳
し
く
は
、
健
康
生
き
が
い

課
（
1
内
線
２
３
４
８
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

八
月
十
一
日
の
発
表
の
席
上
、

梅
原
猛
選
考
委
員
長
は
次
の
よ

う
に
講
評
し
ま
し
た
。

◇
　
◇
　
◇

紫
式
部
文
学
賞
も
十
回
目
と

な
り
、
評
価
も
定
ま
っ
て
き
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
三
枝
和
子
さ
ん
の

『
薬
子
の
京
』
を
選
び
ま
し
た
。

こ
の
『
薬
子
の
京
』
は
新
聞

に
連
載
さ
れ
た
も
の
で
、
連
載

中
か
ら
大
変
評
価
が
高
か
っ
た

作
品
で
す
。
三
枝
さ
ん
は
、
地

元
京
都
に
縁
の
あ
る
方
で
、
京

都
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
こ
の
小
説
も
京
都
と

奈
良
を
舞
台
と
し
て
い
ま
す
。

宇
治
な
ど
も
こ
こ
に
登
場
し
、

地
元
に
縁
の
あ
る
作
品
が
初
め

て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

「
薬
子
」
と
い
う
の
は
、
今

ま
で
は
平
城
天
皇
を
動
か
し
て
、

反
乱
を
起
こ
し
た
悪
女
と
い
う

こ
と
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
薬
子

の
父
は
藤
原
種
継
と
言
い
、
長

岡
京
遷
都
の
立
役
者
で
す
が
、

殺
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
小
説
は
、

種
継
を
父
に
持
つ
薬
子
が
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
頼
り
な
い
、

病
身
な
平
城
天
皇
を
助
け
て
政

治
を
執
ろ
う
と
し
た
、
気
丈
な

女
の
悲
劇
を
描
い
た
も
の
で
、

そ
う
い
う
薬
子
の
名
誉

を
回
復
し
た
と
い
え
ま

す
。
歴
史
的
に
も
大
変

よ
く
調
べ
て
あ
り
ま

す
。三

枝
さ
ん
は
中
堅
の
、

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
の

人
で
す
。
作
品
の
幅
が

非
常
に
広
く
、
好
奇
心

の
強
い
、
実
力
の
あ
る

作
家
だ
と
思
い
ま
す
。

紫
式
部
文
学
賞
の
授

賞
は
、
必
ず
し
も
純
文
学
に
限

っ
て
い
ま
せ
ん
。
我
々
は
、
文

学
を
狭
い
も
の
に
考
え
て
お
ら

ず
、
よ
い
文
学
で
あ
れ
ば
授
賞

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
新
聞

小
説
の
授
賞
は
こ
れ
が
初
め
て

で
す
。

今
年
も
ま
た
、
実
力
あ
る
作

家
を
賞
に
推
薦
す
る
こ
と
が
で

き
て
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、
田
辺
聖
子
さ

ん
が
強
く
推
さ
れ
、
我
々
も
こ

れ
に
賛
成
し
た
し
だ
い
で
す
。

選
考
委
員
長
講
評

作
品
の
紹
介
と
寸
評

▲発表する梅原猛選考委員長



治（東宇治地域福祉センター内、
138-2331)か福祉サービス公社西
小倉（西小倉地域福祉センター内、
122-3089)へ持参。用紙は各福祉
サービス公社にあります。

■小倉双葉園園庭開放
uとき…8月30日d、午前10時
～11時半。雨天中止uところ…
同園園庭（小倉町西畑13）。駐車
場なしu内容…紙芝居、水遊びな
ど 地域子育て支援センター
（124-6511)。

スポーツ
■市民グラウンド・ゴルフ大会
uとき…9月17日a、午前9時
半～uところ…太陽が丘球技場Ａ
u対象…市内在住・在勤・在学の
人で編成されたチームuチーム編
成…1チーム6人編成で性別・年
齢は問わない。ただし小学生以上
（小学生でチームを編成する場合は
保護者１人が必ず入ること）u参
加費…無料　 9月 1日fまで
（必着）に所定の申込書で生涯スポ
ーツ課（1内線2622)へ。
■ニュースポーツひろば

uとき・ところ…◎9月1日f
・5日c・11日b＝東宇治中学校
グラウンド　◎9月1日f・5日
c・11日b＝広野中学校グラウン
ド　◎9月4日b・7日e・12日
c＝西宇治中学校グラウンド。い
ずれも午後７時半～９時半、雨天
中止u内容…グラウンド・ゴル
フ、ペタンクu参加費…無料
生涯スポーツ課（1内線2622)。

官公署・その他
■赤十字救急法救急員養成講習会
検定合格者には認定証を交付し

ます。uとき…9月26日c・27日
d・29日f・30日g、10月1日a
・3日c・5日e。平日は午後6

問

申

問

時半～9時、土・日曜は午前10時
～午後5時uところ…総合福祉会
館u受講資格…中学生を除く15歳
以上で、全日程受講可能な人u教
材費…3000円u定員…40人 往
復はがきに①講習・会場名称②氏
名③性別④生年月日⑤郵便番号・
住所・電話番号⑥勤務先・通学先
を書き、9月18日bまで（必着）
に日本赤十字社京都府支部救護係
（〒605-0941京都市東山区三十三
間堂廻り町644,1075-541-9326)
へ。
■調理師・ふぐ処理師試験
uとき…◎調理師＝10月22日a
◎ふぐ処理師＝10月22日a（学
科）、11月5日a（実技）u願書
受付…◎調理師＝9月18日b～22
日f ◎ふぐ処理師＝9月25日b
～9月27日d。いずれも所定の願
書で宇治保健所へ。願書は同保健
所で配付中 同保健所（121-
2191）。
■京都貯蓄・経済講演会
uとき…9月30日g、午後１時
半～3時5分uところ…京都市ア
バンティホールuテーマ…私たち
の暮らしと預金等の保護u講師…
蝋山昌一さん（国立高岡短期大学
学長・金融審議会委員）u定員…
先着350人u参加費…無料　 は
がきに住所・氏名・年齢・職業・
電話番号・「参加希望」と書き、
京都府貯蓄広報委員会（〒604-
8666京都市中京区河原町通二条
下ル、1075-212-5151）へ。
■女性のための再就職準備
セミナー
uとき…10月5日e、午前10時
～午後5時uところ…京都府女性
総合センター（京都テルサ）u内
容…「職場で活かせる会話法」
「知って得する税金と社会保険」
ほかu対象…京都府内在住の再就

申

問

申

サート・ブラックランプ・うたと
おはなしu入場料…無料 中央
公民館（120-1411)。
■植物公園

講習会は同園（145-0099)へ。
＜植物標本相談会＞uとき…8

月29日c～31日e、午前10時～午
後4時。随時受付u持参品…いつ
・どこで採集したかを明記した標
本u参加料…無料（相談者の入園
料は相談会場のみ無料）。
＜講習会・植物写真の撮り方＞　

uとき…9月3日a、午前9時～正
午u定員…先着50人u参加費…無
料（入園料が必要）。

お知らせ
■男性学セミナー「男もつらいね」

uとき・内容…下表のとおり、
いずれも午後7時～9時uところ
…生涯学習センターu対象…市内
在住・在学・在勤の男性u定員…
20人u受講料…無料u保育…あり　

9月10日aまで（必着）に住
所・氏名・年齢・電話番号（ファ
クス番号）・保育希望の有無を書
き、はがきかファクスまたは直接、
女性政策室（1内線6054、FAX
20-8778)へ。

■登録ホームヘルパー募集
u応募資格…次の要件を満たす

人①登録日当日満50歳まで　②ホ
ームヘルパー養成研修2級修了済
み　③原動機付自転車（バイク）
で活動ができる　④週3日以上活
動可能　 常時登録受付中。指定
の履歴書を福祉サービス公社東宇

申

申

申

問
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福祉
■Hot！ふれあいサロン
サロンづくり講座
uとき…9月14日e・21日e・
28日e、午後1時半～3時半uと
ころ…生涯学習センターほかu参
加費…300円u定員…先着40人

社会福祉協議会（122-5650,
FAX22-5654)へ。
■心身障害児通園事業入園
児童の健やかな成長を願い心身

に障害を持つ児童と発達の遅れが
今後障害につながるおそれのある
児童に対し、通園事業を実施して
います。第2クール（10月～3月）
の入園申し込みを受け付けます。
u対象…保護者と通園が可能な2
歳以上就学前の児童　 8月25日
fまでに障害者母子福祉課（1内
線2307)へ。

生涯学習
■市民講座「21世紀に残したい
ふるさとの言葉」
uとき・内容…下表のとおり。
いずれも午前10時～正午uところ
…広野公民館u対象…市内在住・
在勤の人u定員…先着50人u参加
費…無料u保育…あり（2～5歳）

広野公民館（141-7450）へ。

催し
■人形劇フェスティバル
uとき…8月26日g、午後1時
～3時半uところ…文化センター
大ホールu内容…人形劇・ペープ

申

申

申

市
で
は
、
毎
年
十
一
月
二
十

三
日
-
の
勤
労
感
謝
の
日
に
、

技
能
功
労
者
を
表
彰
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
長
く
ひ
と
つ
の

職
業
に
従
事
し
、
優
れ
た
技
能

を
磨
い
て
こ
ら
れ
た
人
の
功
労

を
た
た
え
る
と
と
も
に
技
能
水

準
の
一
層
の
向
上
と
技
能
尊
重

の
機
運
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
こ
の

技
能
功
労
者
の
表
彰
候
補
者
の

推
薦
を
九
月
十
四
日
e
ま
で
受

け
付
け
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
人
…
（1）
建
築
・

土
木
・
電
気
工
事
な
ど
　
（2）
各

種
の
製
品
製
造
・
加
工
・
組
み

立
て
・
修
理
な
ど
　
（3）
理
容
・

美
容
・
調
理
・
あ
ん
ま
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
の
技
能
的
職
種
に

就
き
、
次
の
す
べ
て
を
満
た
す

人
。①

市
内
に
継
続
し
て
５
年
以

上
住
所
が
あ
る
　
②
技
能
者
と

し
て
市
内
の
小
規
模
の
事
業
所

に
５
年
以
上
従
事
し
、
経
験
年

数
30
年
以
上
で
、
平
成
12
年
11

月
23
日
現
在
で
満
60
歳
以
上

③
極
め
て
優
れ
た
技
能
を
有
し
、

他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
　
④

引
き
続
き
そ
の
職
種
に
従
事
し
、

指
導
的
立
場
に
あ
る

■
推
薦
で
き
る
人
…
技
能
者
が

所
属
す
る
産
業
団
体
の
長
か
勤

務
す
る
事
業
所
の
事
業
主

■
問
い
合
わ
せ
…
商
工
観
光
課

（
1
内
線
２
２
１
９
）。

職を希望する女性u定員…60人
（多数の場合は抽選）u受講料…
無料u保育…6か月～就学前。要
予約　 往復はがきに住所・氏名
・年齢・電話番号・保育希望の有
無を書き、9月21日e（消印有効）
までに京都府女性就業サービスセ
ンター（〒601-8047京都市南区
新町通九条下ル　京都テルサ東館
2階　1075-692-3443, FAX075-
692-3446)へ。
■城南地域職業訓練センター

8月23日dから同センター
（146-0688 ）へ。
＜パソコンエクセル表計算初級＞

uとき…10月7日～11月11日の
土曜、午前9時半～正午。6回u

受講料…1万1000円。
＜パソコン中級程度活用Ｗindows＞

uとき…10月7日～11月11日の
土曜、午後1時～3時半。6回u

受講料…１万1000円。
＜パソコンワード初級＞uとき
…10月1日～11月5日の日曜、午
前9時半～正午。6回u受講料…
１万1000円。
＜パソコンデータベースアクセス＞

uとき…10月1日～11月5日の
日曜、午後1時～3時半。6回u

受講料…１万1000円。
■城南勤労者福祉会館

8月23日dから同会館（146
-0780）へ。
＜庭木の手入れ教室＞uとき…
9月24日、10月1日・22日・29日、
11月5日の日曜、午後1時～4時
u受講料…3000円。
＜さば寿司料理教室＞uとき…
9月30日g、午後2時～4時u受
講料…2000円。
＜親子体操教室＞uとき…9月
27日、10月4日・11日・25日の水
曜、午前9時半～11時u受講料…
2000円。

申

申

申

9/14e
男もつらいね
メンズセンター運営委員長 中村彰

9/21e

9/28e

出会った相手が悪かった
フリーライター 宮本博文

運動オンチで何が悪い
大束貢生
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＜城南勤労者福祉会館＞ 

受
付
は
９
月
14
日
（木）
ま
で
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生涯学習 
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宇治市役所 
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＜生涯学習センター＞ 

子
育
て
真
っ
最
中
の
お
母
さ

ん
、
お
父
さ
ん
、
一
人
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
か
ら
子

育
て
を
始
め
る
妊
婦
さ
ん
、
育

児
仲
間
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、
「
子
育
て
の
楽
し

さ
は
仲
間
と
と
も
に
」
と
題
し

て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
講

演
会
の
後
に
は
参
加
者
同
士
で

話
を
す
る
時
間
も
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
を
友
達
づ
く

り
や
育
児
サ
ー
ク
ル
づ
く
り
の

き
っ
か
け
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員
〉

◎
10
月
２
日
b
、
午
前
10
時

〜
正
午
。
城
南
勤
労
者
福
祉
会

館
。
30
人
　

◎
10
月
３
日
c
、
午
前
10
時

〜
正
午
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

60
人

〈
講
演
会
テ
ー
マ
・
講
師
〉

「
子
育
て
の
楽
し
さ
は
仲
間

と
共
に
」
＝
梅
原
直
子
さ
ん

（
貝
塚
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
会
顧
問
）

〈
対
　
象
〉

子
育
て
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
り

た
い
、
参
加
し
た
い
、
仲
間
づ

く
り
を
し
た
い
お
母
さ
ん
や
お

父
さ
ん
、
妊
婦
さ
ん
　

〈
保
　
育
〉

あ
り
（
３
歳
未
満
、
定
員
30

人
程
度
、
申
し
込
み
制
）

保
健
推
進
課
（
1
内
線
２

２
６
２
）
へ
。

申

子
育
て
講
演
会
　
　 正午上映 

 
 
1948年作　監督：黒澤　明 
　　　　主演：三船敏郎 

午後2時上映 
 
 
1950年作　監督：黒澤　明 
　　　　主演：三船敏郎 

正午上映 
 
 
1953年作　監督：木下恵介 
　　　　主演：佐田啓二 

午後2時15分上映 
 
 
1957年作　監督：木下恵介 
　　　　主演：佐田啓二 

９
月
16
日
（土）

９
月
17
日
（日）

ところ　文化センター大ホール
入場料　全席自由席［2本立］各日500円
チケットは　文化センター、東宇治・南宇治・西小倉・槇島各コミュニ

ティセンターで発売中　 宇治市文化センター（120-2111）問

9/15c
宇治茶の言葉
緑茶文化研究家　若林英弌さん

9/12c

9/19c

日常語のなかの古語
姫路独協大学名誉教授　吉田金彦さん

京ことばと周辺の方言
関西外国語大学教授　堀井令以知さん


